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Highly Durable Electrocatalysts for PEFC 

（高耐久性PEFC電極触媒の開発に向けた劣化抑制メカニズムの

検討）

論文審査の結果の要旨

本研究は，固体高分子形燃料電池の実作動条件下でのPt担持カーボン電極触媒の劣化において，

カーボン担体のナノ構造がどのような影響を与えるかについて，検討した研究である．部分的にグ

ラファイト化したカーボン担体を調製することから取り組み，そのカーボンからなる電極触媒の耐

久性評価を行い，耐久性試験前後のナノ構造変化を詳細に解析することで，劣化メカニズムについ

て検討している．その結果，既知の劣化メカニズムである Pt粒子の成長や溶解以外に，カーボン担

体へのPt粒子の埋没という新しいメカニズムを見出している．得られた知見から，劣化抑制に適し

たカーボンナノ構造を明らかにし，実際に電極触媒の耐久性向上に成功した．次世代の固体高分子

形燃料電池の電極触媒材料設計指針を提案するものとして，水素工学上，寄与するところが大きい。

よって，本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める．


